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心豊かで、たくましい人間の育成

「子どもの自立に、心したいこと」

高校受験や大学受験に、親が入試会場までついて行く姿が話題になります。子ど

もの巣立ちのときに、親がそっと後押ししてあげることは大切なことです。強く後

押しをしてあげたほうがいい子どももいます。しかし、子どもが「いざ、わが人生

勝負のとき」に、保護者があまりに近くに居られたら、自立への覚悟が鈍り、依頼

心が強くなります。社会経験豊富な親だからこそ、子どもの進路・受験校の選択や

その他の岐路に立ったときに助言することは大事です。しかし、最後の決断・決定

や勝負の場にまで親が関わるのは行き過ぎです。自立を阻害します。

子どもの意思にかかわらず、親が子どもの人生のゴールを決めて、親の思うレー

ルに遮二無二に乗せようとする事例があります。歩む人生には障害・課題はつきも

のですが、親の決めた人生のレールに歩む途中に障害・課題が生じたときに、子ど

もは乗り越えようとする意欲よりも、「自分は、親の言葉とおりにしたのに、こんな

はずじゃなかった。親が悪いのだ」と親への反発で引きこもったり、生じた反発を

親に向け、傷害事件を起こす悲劇も起きています。

親の責務は、子どもを一人の社会人として自立させることです。親は、子どもと

伴走を生涯続けることはできないし、やろうとしても限界があります。車を運転す

る方はおわかりでしょうが、道路状況に適した車間距離を保って走ったほうが、結

果的に目的地に早く到着します。子育ても同様に、親は子どもの発達や成長に合わ

せて距離を保ちながら、かかわっていくことが、子どもの自立という目的地に早く

到達するのではないでしょうか。そのためには日頃から、わが子の成長を「つかず

離れず、目をはなさず」、親子の適度な車間距離を探ってかかわることです。私た

ち大人は、思春期に入った子どもたちの自立へのチャレンジを、適度な距離を保ち

ながら助言してきたいものです。

１０月４日（火）に１０名の立候補者による立会演説会が実施されました。どの候補者もこれから

の生徒会活動を真剣に考え、岩名中発展のために全力を尽くす覚悟が見て取れました。立候補者の立

派な演説に感心させられました。新役員を紹介します。今後の活躍を大いに期待します。

生徒会長 ２年５組 石川 輝乃介 （敬称略）

副会長 ２年３組 星野 苺吹 副会長 １年３組 福島 心登

議 長 ２年４組 舟橋 花織 議 長 １年２組 坂巻 拓海

書 記 ２年５組 石井 陽太 書 記 １年１組 森田 芽衣

会 計 ２年１組 西森 祐貴 会 計 １年４組 江口 叶多



１０月１５日（土）、第７４回東葛飾地方中学校駅伝競走大会が開催されました。感染症の影響で３

年振りの大会でありましたが前回大会の９位から順位を上げ、見事８位入賞を果たすことが出来まし

た。特設駅伝部、「チーム岩名」の勝利です。また、選手を走路の沿道等で応援していただいた保護者、

生徒、地域の皆さんに感謝いたします。

選手紹介（敬称略）

１区 松田 蓮 ６区 小関 悠暖

２区 石﨑 翔 ７区 黒沢 碧

３区 永井 葵士 ８区 荒川 羚

４区 阿部 洋介 ９区 天羽 海乃

５区 舘野 浩輝 10区 根岸 稜平

１０月１７・１８日に、昨年度３年生が何度も計画しては延期をし、実施できなかった林間学校の代

替旅行（房総方面）が実施されました。当日は雨天が心配されましたが、移動時以外は雨があがる奇

跡も起き、鋸山登山では房総の地形を一望する素晴らしい光景を眺め、イルカ・シャチ等のショーを

鴨川シーワールドで見学し、マザー牧場（飯盒炊さん体験）と１泊２日の旅を満喫することが出来ま

した。

１日 ３年生第４回実力テスト ５日 ３年生第５回実力テスト

脊柱側弯症検診 ７日 全校委員会

２日 野田市教育研究会 ８日 １年生進路学習「社会人に学ぶ」

３日 祝・文化の日 ９日 小中交流体験授業

４日 教育相談開始（～１１日） １０日 土曜授業⑧

１０日 ３年生第３回定期テスト（～１１日） １２日 職員会議

１１日 応急手当講習会 １６日 第３回保護者会

１６日 全校評議会 芸術鑑賞会

１７日 １，２年生第３回定期テスト① ２３日 全校集会

１８日 １，２年生第３回定期テスト② 給食なし

２１日 職員会議 ２４日 冬季休業（～１／６）

２３日 祝・勤労感謝の日

２４日 全校委員会

２６日 土曜授業⑦

３０日 なかよし交流会（本校体育館）

学年委員会

※行事予定は変更する場合がありますのでご承知おきください。


